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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

年
金

７
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
強
調
月
間
で
す

　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち

を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全

で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た

め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

○
第
73
回

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し

　
　立
ち
直
り
を
支
え
る

　
　
　
　地
域
の
チ
カ
ラ
～

◎
こ
の
運
動
が
目
指
す
こ
と

①
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
明
る
い
地
域
社
会
を
築

く
こ
と

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
再

び
犯
罪
や
非
行
を
し
な
い
よ
う

に
、
そ
の
立
ち
直
り
を
支
え
る

こ
と

◎
こ
の
運
動
に
お
い
て
力
を
入

れ
て
取
り
組
む
こ
と

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立

ち
直
り
を
支
え
、
再
犯
を
防
止

す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
更
生

保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
も
活
用
す
る
な
ど

し
て
、
広
く
周
知
し
、
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
組

②
犯
罪
や
非
行
の
防
止
や
、
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直

り
に
は
様
々
な
協
力
の
方
法
が

あ
る
こ
と
を
示
し
、
多
く
の
人

に
支
え
手
と
し
て
加
わ
っ
て
も

ら
う
た
め
の
取
組

③
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会

会
員
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
、
協
力
雇

用
主
な
ど
の
更
生
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
な
り
手
を
増
や
す
た

め
の
取
組

④
民
間
協
力
者
と
地
方
公
共
団

体
と
国
と
の
連
携
を
強
化
し
つ

つ
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
、

仕
事
、
住
居
、
教
育
、
保
健
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関

し
必
要
な
支
援
を
受
け
や
す
く

す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
取
組

⑤
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
若
い
人
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
期
す
る
取
組

　
　駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
７
月
３
日
（
月
）
午
前
７
時

か
ら
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
横
広
場
に

て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
そ
の

後
、
奥
多
摩
駅
前
・
古
里
駅
前

に
お
い
て
、
保
護
司
、
更
生
保

護
女
性
会
、
民
生
・
児
童
委
員

の
方
々
が
、
協
力
を
呼
び
か
け
、

啓
発
物
品
を
配
布
し
ま
す
。

《
保
護
司
》

　
保
護
司
は
、
犯
罪
や
非
行
に

陥
っ
た
方
の
改
善
お
よ
び
更
生

を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の

予
防
、
青
少
年
の
非
行
防
止
な

ど
の
地
域
社
会
の
浄
化
活
動
に

従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
保
護
司
は
つ
ぎ
の

方
々
で
す
。

　
杉

　
村

　
誠

　
二
（
常

　
磐
）

　
佐
久
間

　
砂
由
利
（
丹
三
郎
）

　
木

　
宮

　
憲

　
子
（
大
丹
波
）

　
小
　
峰
　
一
　
郎
（
大
氷
川
）

　
瀧
　
島
　
　
　
肇
（
小
丹
波
）

　
大
　
澤
　
健
　
男
（
白
　
丸
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課
　
　
　
　
☎
83
‐
２
７
７
７

年
金
の
お
知
ら
せ

◇
国
民
年
金
保
険
料
に
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方

へ　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ

る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め

た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金

（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除

な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険

料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

（
０
０
３
）
０
０
４
）
ま
た
は

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
30
‐

３
４
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
免
除
申
請
が
で
き
る

過
去
期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請

書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１

か
月
前
の
月
分
ま
で
遡
っ
て
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
年
金

事
務
所
　
　
☎
30
‐
３
４
１
０

住
民
課
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

◇
年
金
の
相
談
や
受
給
手
続
き

に
は
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
年
金
見
込
み
額
な
ど
の
ご
相

談
や
、
年
金
の
請
求
・
受
給
者

死
亡
な
ど
の
手
続
き
は
、
事
前

の
予
約
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
専
用
受
付
電
話

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
８
９
０

青
梅
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　☎
30
‐
３
４
１
０

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
土
日
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金

証
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
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